
ラフ族ロジョー村教会建設プロジェクト 
ロジョー村(老左村)：80戸  村長：リー・ミンシェン 
人口内訳：ラフ族(拉祜)……72戸(342人) アカ族（阿卡）……8戸 
 

ロジョー村教会集会場兼村民会議場 
(陸軍 17軍区の援助で建設済)増設プロジェクト 

 
ラフ族ロジョー村教会（ロジョー・カ･ベ･ボイエ） 
聖日礼拝参加者：毎週200名 

 
山岳民族ラフ族は山を愛し、狩猟と焼畑農業を生活の糧と

してきた平和な民族である。第 2時大戦後も内乱で苦しみ痛
み続けられた末、中国、ミャンマーを経て命からがら脱出を

試みた。クリスチャンリーダーに率いられて安住の地を求め

さ迷った末、1980 年に、北タイの山地に集団移動して来た。
そのリーダーの名前を以ってロジョー村と呼ばれている。 

 
分散する部落のほぼ中心に位置する丘の上に建てられた一

軒屋、ロジョー村の教会堂を一人で散策することにした。 
赤土のゆるい斜面を削っただけの、滑り易い階段。注意深

く足場を確保しながら登って行く。会堂の前に立つと、こわ

れた窓、穴の開いた板壁、古木に囲まれ日の射さない静かな

たたずまいが、どことなく村はずれに置き去りにされている

老朽化した日本の神社を連想させる。でも、日曜日の朝にな

るとこの村のクリスチャンたちが野山を越えて共にまみえ、

賑わいを見せる場所である。長年、主の御前に霊的な祈りと

礼拝を奉げ、主に在る兄弟姉妹の交わりがなされてきた神聖

な場所である。 
 
予てから、会堂の損傷が激しく、手狭で、建て直しが急務

なので、何とかならないか…、と聞かされていた。200 人以
上の人が集うには手狭な礼拝堂、「新しい教会が欲しい」と祈

り願ってきたが、貧しい村人たちにとって、食べるのが精一

杯、自力で建て換える財力もないのだ。 
 
破れた窓から薄暗い礼拝堂の中に入ってみた。手狭で本当

に 200人もの人を収容できるのだろうか？と思わされた。外
側は、屋根の突き出しもないので、外にあぶれた信者が雨ざ

らしになる礼拝風景を思うと実に悲惨である。頼まれても今

の自分の力では無力で何もできない。ただ新会堂実現のため

にどうか主が働いてくださいとお祈りするだけで会堂を出た。

 

  




